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例 言

l.本書は、新千歳空港B滑走路新設に伴う障害切り土補償工事にともない、財団法人北海道埋蔵文

化財センターが平成7年度に調査した苫小牧市美沢16遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2．調査は、第1調査部調査第3課が担当した。

3．本書の文責は、文末に記した。編集は藤井が担当した。

4．写真撮影は、現場では調査員が、室内撮影は佐藤雅彦氏に依頼した。

5．石器の石材同定は、財北海道埋蔵文化財センター資料調査課花岡正光が行った。

6．黒曜石産地同定は、京都大学原子炉実験所藁科哲男氏に依頼した。

7．調査終了後の出土遺物および記録類は北海道教育委員会が保管する。

8．調査にあたっては、下記の機関及び人々のご協力、ご助言をいただいた。

苫小牧市教育委員会、苫小牧市埋蔵文化財センター：佐藤一夫、宮夫靖夫、渡辺俊一、工藤肇、

二階堂啓也、大泉博嗣、赤石慎三、兵藤千秋、鈴木耕榮、千歳市教育委員会、千歳市埋蔵文化財調

査センター：大谷敏三、田村俊之、高橋理、豊田弘良、松田淳子、遠藤啓視、恵庭市教育委員会：

上屋真一、松谷純一、森秀之、佐藤幾子、平取町二風谷アイヌ文化博物館：森岡健治、常呂町教育

委員会：武田修、函館市教育委員会：長谷部一弘、田原良信、佐藤智雄、南茅部町教育委員会：阿

部千春、福田裕二、山口敦、小林貢、木古内町教育委員会：鈴木正語、菅野文二、三上英則、七飯

町教育委員会：石本省三、上磯町教育委員会：森靖裕、野辺地初雄、森町教育委員会：藤田登、八

雲町教育委員会：三浦孝一、柴田信一、知内町教育委員会：高橋豊彦、松前町教育委員会：久保泰、

前田正憲、上ノ国町教育委員会：松崎水穂、斎藤邦典、札幌市教育委員会：加藤邦雄、上野秀一、

羽賀憲二、仙庭伸之、江別市教育委員会：高橋正勝、直井孝一、園部真幸、野中－宏、稲垣和幸、

石狩町教育委員会：石橋孝夫、工藤義衛、青森県野辺地町立郷土資料館：駒井知広、瀬川滋、青森

県立郷土資料館：福田友之



凡 例

’・本文及び図表中では次の略号を使用した。

H:住居跡P:土塘F:焼土

なお、遺構略号の前には、構築・検出層位の違いによって層位を付けて区別している。

IP: I黒層の土曠~

IIP: II黒層の土曠

2．実測図・写真図版の縮尺は、原則として次の通りである。

実測図．拓影 写真図版

遺 構 1 :40 縮尺不同

復原土器 ， ： 3 縮尺不同

土器拓影 ’ ： 3 ， ： 3

剥片石器・石斧 ’ ： 2 ， ： 2

礫石器 ’ § 3 ， ： 3

3．遺構の規模については次の要領で示した。

確認面での長径×短径／底面での長径×短径／最大深さ （以上、単位m)

／確認面での面積／底(床）面積（以上、単位m2)

なお、撹乱部分や調査区域外に及ぶため、全体の平面形が不明な遺構の計測値は（ ）を付けて示

した。
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I 調査の概要

I 調査の概要

1 調査要項

事業名：新千歳空港B滑走路制限表面障害切土工事用地内埋蔵文化財発掘調査

事業委託者：運輸省東京航空局

事業受託者：財団法人北海道埋蔵文化財センター

遣跡名：美沢16遺跡（遺跡台帳登載番号J-02-204)

調査面積:950m2

所在地：苫小牧市美沢185-1 ． 2

調査期間：平成7年6月16日～平成8年3月25日

調査体制

理 事

専務理

常務理

2

長

事

事

伊藤

佐藤

森田

柴田

山内

畑

長沼

熊谷

藤井

影浦

一夫

哲人

知忠

忠昭(4/20から）

清志

宏明

孝

仁志（発掘担当者）

浩（発掘担当者）

覚

業務部長

第1調査部長

第1調査部調査第3課長

主 査

文化財保護主事

3 調査に至る経緯

新千歳空港建設に伴う美沢川流域の遺跡群の発掘調査は、

て始められ、昭和54年の当センター設立にともなって引き％

新千歳空港建設に伴う美沢川流域の遺跡群の発掘調査は、昭和51年度から北海道教育委員会によっ

て始められ、昭和54年の当センター設立にともなって引き継がれた。今年度で20年目である。

美沢16遺跡については、平成6年4月26日付けで、運輸省東京航空局から新千歳空港B滑走路新設

の伴う障害切り土補償工事に関する「埋蔵文化財保護のための事前協議」があり、 これを受けて北海

道教育委員会は平成7年4月12日～平成7年4月14日に埋蔵文化財包蔵地範囲確認調査を実施した。

その結果、埋蔵文化財包蔵地の所在を確認し、美沢'6遺跡として遺跡台帳に登載した。そして、北海

道教育委員会は包蔵地2,000m2のうち950m2について発掘調査が必要と判断した。

運輸省東京航空局と北海道教育委員会は、設計変更について協議したが、工事計画の変更が困難で

あることから、 950m2については発掘調査が必要との結論に達した。

財団法人北海道埋蔵文化財センターが平成7年7月3日～8月12日に発掘調査を実施した。

Ｉ
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I 調査の概要

4 調査の方法

（1） 発掘区の設定（図1-2 ･図II-3)

発掘区は、昭和49．50年度の遺跡分布調査で設定され

た区画を踏襄した。それは新千歳空港建設地を網羅する

よう設定されたもので､50m四方の基本グリッドと、それ

を100分割した小グリッドを単位とし､従来の空港関係の

発掘もこれに従っている。基本グリッドはf96のように

アルファベットと数字で表記され、 O0～99の小グリッド

に細分されている｡今回報告する美沢16遺跡の調査区は、

f96、 f97の基本グリッド内にある。なお、南北軸は座

標北に対して、西偏7． 22'38''である。

0

~~~~~~~~~表 土
、

只
曹

~~

1

（2）遺跡の土層（図1-1)

本遺跡の周辺は、樽前山、恵庭岳及び支笏カルデラ起

源のテフラ （火山灰）に厚く覆われており、 これらの噴

火山のテフラの模式地として認められている。そのため

本遺跡のテフラは既知のテフラとの対比が可能である。

テフラ層の間には腐植土層が侠在し遺物包含層を形成し

ている。 この土壌層とテフラ層からなる本遺跡の基本層

序は図1 1に示すごとくである。

今年度の調査対象となった第1黒色土層（縄文時代晩

期～1667年)は平均層厚10～20cmで、上面には部分的に

Us-b火山灰(1663年）が認められた。また第1I黒色土i

堆積状況も良好であった。

また第1I黒色土層

5

~帥d跡ｽｺﾘ7層|ﾙﾙ’

図1－1 遺跡の基本土層

(縄文早期～晩期）は平均層厚25cm程で、は

（3）発掘調査の方法

道教委による包蔵地範囲確認調査では、第1黒色土居(I黒層、 IBE)において遺物．遺構は殆

ど確認されず、遺跡の主体は第1I黒色土層(II黒層、 ⅡB層）であることが確認されていた。

この調査結果をもとに本調査においては、 I黒層までの表土及び樽前b火山灰層を重機によって除

去し、 I黒層上面を人力により精査した。

精査後、 I黒層上面にグリットを設定し、地形測量の後、 まず25％程度を掘開した。その結果、数

基の遺構と少量の遺物を検出した。 この調査結果からI黒層の調査を、重機による遺構確認調査に変

更し、 I黒層を除去し、樽前c火山灰(Ta-c)層上面でのI黒層の遺構確認調査をおこなった。

第1黒色土層の調査終了後、Ta-c火山灰を重機で除去し、 II黒層上面を人力により除去した。

精査後、再度グリットを設定し、地形を測量後、 まず25％程度を掘開し、その結果をもとに遺構、

遺物の出現状況や排土の運搬路などを勘案し、順次、掘開調査を進めた。

遣構については、可能な限り詳細に検出状況を記録、図化した。住居跡の床面の土壌については資

料を採集し、飾い分けやウォーター・セパレーシヨンによって微細な遺物を分離、採集した。

また、 I黒層、 II黒層に含まれるテフラの岩片や鉱物片等の供給源を解明すること、及び千歳市ユ

カンボシC9遺跡のI黒層．Ⅱ黒層と比較する分析を行うことを目的に表土層からTa d2層までを

3

鰄&卿鮖層l1l－ll
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I 調査の概要

10cm毎に採取し、サンプルとした。

（4）整理の方法

1) 土 器

現地では水洗後、大分類を行い、遺物台帳・遺物カードを作成し、注記作業まで終了した。注記は

遺跡名の美沢16をM16と略記したのちグリッド名や遺構名・遺物番号・出土層位・発掘回数の順で、

それぞれ簡略に記入した。

現地での整理を終えた遺物は、グリッド毎に仮収納し、札幌に搬送して整理作業を開始した。

札幌での接合・復原作業では、遺構間及び遺構と包含居間との接合関係を把握することに努め、接

合資料については、全てカードに接合状況を記載し、整理した。器形の復原が可能なものについては

接合作業段階で展開図の作成と、同一個体の識別に努めた。断片的な資料については、口縁部文様を

もとに個体識別に努め、文様構成が想定できるものを中心に拓影図を作成した。

整理作業終了後の資料は、報告書掲載遺物、遺構別、グリッド別に収納した。

2） 石 器

石器も現地では水洗後、大分類を行い、遺物台帳・遺物カードを作成した。現地での整理を終えた

遺物は、グリッド毎に仮収納し、札幌に搬送して本格的な整理作業を開始した。

札幌の本部搬入後、全点について分類を再検討するとともに、礫石器･礫片については注記を行い、

注記終了後、接合作業を行い、全てカードに接合状況を記載し、整理した。

実測図作成に際し、遺構出土の石器を優先し、包含層出土の完形品は、ほぼ全点を作図した。

報告の記述は製作の特徴を中心に行い、必要に応じて使用痕などにも触れた。

石質及び計測値は実測図掲載品のみ一覧表を作って収録した。石質については花岡正光が表面観

察・剥片資料の検境によって岩石名を同定した。

5遺物の分類

(1) 土 器

今回の調査では縄文時代前期●同後期の土器が出土した。主体は前期前葉の静内中野式である。

土器の分類にあたりこれまでの分類基準に準じたが、分類は前期と後期を抜粋して掲載するにとど

めた。そして、 これらには必要に応じて細分を加えている。

II群土器：縄文時代前期に属する土器群である。胎土は厚手で多量の繊維を含んでいる。

a類：縄文が施された丸底、尖底を特徴とする土器群･

a－1類綱文土器に相当するもの。今回は出土していない。

a－2類広義の静内中野式に相当するものと､春日町式に相当するものが出土している。

b類：円筒土器下層式に相当するもの。今回は出土していない。

Ⅳ群土器：縄文時代後期に帰属する土器群である。

a類余市式、入江式に相当するもの。

b類船泊上層式、手稲式、ホッケマ式、エリモB式に相当するもの。

c類堂林式、三シ谷式、御殿山式に相当するもの。

また、今回の調査ではⅢ群C類の堂林式に相当するものが少量出土している。

尽
暫



美沢16遺跡

（2） 石 器

剥片石器について、石鑛からつまみ付きナイフまでは定型的なものであるため、約5分の1以上失

われたと思われるものを破損品とした。スクレイパーや両面加工石器、 Rフレイク、Uフレイクにつ

いては石器の性格上、破損品という分類をしていない。

また、石斧に関しては、まず形態の違いで分類し、さらにそれぞれを製作技術の違いから細分した。

ただし、図版のほうの配列は完形品、刃部のみ残存のもの、基部のみ残存のもの、未成品という順番

がそれらの分類基準に先立っている。

剥片石器類

A石 鍼

1 三角形

a 凹基 b、平基

2 有茎

10未成品・破損品・今後分類を要するもの

Bポイントまたはナイフ…本遺跡では出土して

いない

C石 錐

l 棒 状

2 剥片の一端に機能部をもつもの

3 石鍼に類似するもの

，つまみ付きナイフ

1 縦形 a 片面全面加工

2 横形b 片面周縁加工

10未成品・破損品・今後分類を要するもの

E スクレイパー

1 円弧状の刃部をもつもの

2 剥片の下端に急角度の刃部をもつもの

3 剥片の側縁に直線状の刃部をもつもの

4 不定型な剥片の一端に刃部をもつもの

10今後分類を要するもの

F両面加工石器…本遺跡では出土していない

G模形石器

H Rフレイク。Uフレイク

l Rフレイク

2 Uフレイク

I

懲鶴
IA－1a IA－1b lA－2

篭
IC-］ IC-2

［D一lb ID－2b

蕊
IE－3

鍾謬
I I－］

石核・剥片

1 石 核

2 未分類剥片

3 フレイク・チップ

I

図1－3 石器分類模式図(1)
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I 調査の概要

II 礫石器類

A石 斧

1 乳棒形a擦切痕があるもの

2 溌形b研磨整形痕のみのもの

3 短冊形 c 打ち欠き整形痕があるも

の

． 敲打整形痕があるもの

10未成品・今後分類を要するもの

B石のみ…本遺跡では出土していない

Cたたき石

1 棒状礫を素材とするもの

2 偏平礫を素材とするもの

3 亜円礫を素材とするもの

4 球形礫を素材とするもの

10今後分類を要するもの

，すり石

l 断面三角形礫を素材とするもの

2 偏平礫を素材とするもの

a側縁を任意に使用したもの

b半円形に打ち欠き弦を使用したもの

IIA-lOⅡA－3cⅡA－3a

ⅡC-1

鰯
ⅡD-1

c 側縁を打ち欠き使用したもの

10今後分類を要するもの

くぼみ石･ ･ ･本遺跡では出土していない

砥 石

1 角柱状の礫を素材とするもの

2 板状の礫を素材とするもの

10今後分類を要するもの

石 錘

1 4カ所に打ち欠きがあるもの

2 2カ所に打ち欠きがあるもの

10破損品・今後分類を要するもの

石皿・台石類

1 石皿・台石類

10今後分類を要するもの

礫・礫片類

1 軽石

2 原石

3 未分類礫

4 礫

副ずF

~ミァノ

ト鋲
…塚

シ参

〆
》

ｒ“塾貼ｂ》必Ｅ

Ｆ
ⅡD－2cⅡD－2a

鰯
□

G

ⅡF－l ⅡF-2

H

I

ⅡG1 uG－2

図1－4 石器分類模式図（2）
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美沢16遺跡

6 遺跡の概要

I黒層において斜面肩部分から土塘1基が検出された。平面形は長円形で、浅い皿状ものである。

覆土からスクレイパー・模形石器等が出土しているが、遺物が少なく、土器は出土していない。構築

時期は不明である。包含層からは遺物は出土していない。

II黒層から竪穴住居跡1軒、土塘7基が検出された。遺構の大半は調査区南側の平坦面に集中して

いた｡竪穴住居跡はII黒層上面でくぼみとして確認された｡長軸約4mの長円形で､柱穴が壁際に沿っ

て廻る。遺物は出土していない。構築時期は不明である。

土壌の平面形には円形･長円形･不整形等がある。 うち3基はII黒上面のくぼみとして確認された。

土壌には長軸と短軸が1m内外のものと、調査区の際から検出され全体形は不明であるが1.7m内外

のものとがある。いずれの土曠も遺物が認められず、構築時期については不明である。

II黒層の包含層からは土器、石器類が出土し、遺物総点数は1,167点である。その内、土器は677点

で、縄文時代前期前葉の静内中野式土器、同期の春日町式土器、同後期後葉の堂林式土器が出土して

いる。その大半を静内中野式土器が占め、春日町式土器、堂林式土器は少量である。

静内中野式土器と春日町式土器は、集中出土地点がほぼ重なり、出土層位にも違いが見られないこ

とから、共伴関係を窺わせる状況で出土している。

石器類は490点出土し、石鍼、石錐、スクレイパー、つまみ付きナイフ、石斧、すり石、たたき石、

砥石、石錘等がある。出土した石器には静内中野式土器に伴う特徴的な石器である三角形石鐡、片面

周縁加工のつまみ付きナイフ、石錘等が多く認められた。他の石器類についても、出土土器のほとん

どが静内中野式土器であることから、静内中野式土器に伴う石器群と考えることが可能である。

以上のように、本遺跡は明確な当該期の遺構を伴わないものの、出土した遺物を見る限り静内中野

式土器の単純遺跡的な性格が窺える。

また、遺物の分布状況においては遺物の集中が南側に拡大する傾向が認められる。 このことから本

遺跡の主体部は、調査区南側の平坦面に想定される。したがって、今回の調査範囲は遺跡の縁辺部を

わずかに調査したものと思われる。 （熊谷仁志）

8



II 遺跡の位置と環境

II遺跡の位置と環境

遺跡の位置（図II-1)

美沢16遺跡は、苫小牧市北部の「美沢」地区に所在する。 この「美沢」地区は苫小牧市の市街地か

ら北へ約20km､千歳市の市街地からは南東約10kmのところに位置し､北を流れる美沢川をはさんで、

千歳市の「美々」地区と隣接している。 この美沢川を中心とする一帯の大半は、約6km2の面積を有

する新千歳空港の用地内にあたり、その建設に伴って、昭和51年度から現在に至るまで､約280,000m2

の埋蔵文化財発掘調査が行われている。

この新千歳空港建設用地内における発掘調査は、地形単位毎に分けられた三つの遺跡群を対象に行

われてきた。「美沢川流域の遺跡群｣はその中でももっとも北に位置し、美沢川流域を中心に展開する。

これまでに美々2～9遺跡、美沢1～3．13遺跡の計約230,000m2が調査されている。また、その南端

に位置するのが、ペンケナイ川流域を中心に展開する「ペンケナイ川流域の遺跡群」で、美沢10.11･

15遺跡の計、 15,000m2が調査されている。

今回調査された美沢16遺跡は、 「美沢川流域の遺跡群」と「ペンケナイ川流域の遺跡群」との中間に

位置する「フレペッ遺跡群」の中に所在する。 この「フレペッ遺跡群」は、フレペツ湿原を取り巻く

ようにして展開し、その内、美沢4 ． 5 ．16遺跡の計約32,000m2が調査されている。

今年度の調査区は、同じ「フレペッ遺跡群」の美沢4 ． 5遺跡（昭和54, 61年調査） とは湿原を隔

てて、東南に約0.5km、昨年度調査された「ペンケナイ川流域の遺跡群」の美沢15遺跡とは、同じ台

地上で約0.5km、今年度調査された「美沢川流域の遺跡群」の美々4遺跡からは約1.7kmという位置

関係にある。

遺跡の地形（図II-2)

遺跡周辺の、石狩低地帯南部の地形は、恵庭岳、樽前山などからつらなる標高20m前後の台地部分

と、広大な湿原地帯を有する美々川流域の低地部分から構成されている。遺跡立地の主体となる台地

部分は、支笏カルデラを噴出源とする軽石流堆積物から成る火山砕屑岩台地に、樽前山、恵庭岳、支

笏カルデラを起源とするテフラ （火山灰）が厚く堆積して形成されたものである。 この台地を西から

東へ刻むようにして、幾筋もの沢が入り込み、美々川本流へと注ぎ込んでいる。 このような沢の景観

は複雑な樹枝状を呈しているが、 こうした台地域と低地域とが複雑に結びつく特殊な地形は、自然環

境において資源生産量が豊富とされる「推移帯」 (eco-tone)を形成しており、遺跡立地の重要な条

件となっている （松井1987沼田 1974)。

以上のような立地条件の下、遺跡群は3つの水域を中心に展開している。そのうち美沢16遺跡の所

在する「フレペッ遺跡群｣は、美々川本流から約5kmほど上流にさかのぼったフレペッ湿原を取り巻

くようにして広がっている。今回の美沢16遺跡の調査区はこの湿原の南岸にあたり、標高約20mの舌

状台地の先端付近に立地するが､この台地は北側のフレペッ湿原に向かって突出した形で伸びており、

その比高差は約15mである。調査区北側は急斜面によって低湿部と接しているが、西側は緩やかな傾

斜を経て湿原に続いている。調査区内においても、その北西隅部分においてわずかながらこれらの傾

斜が確認されている。

また、本遺跡の対岸にあたる湿原北岸の舌状台地上には、縄文時代前期を主体とする美沢4 ． 5遺

跡が立地している。調査の概要からも明らかなように美沢16遺跡も縄文時代前期（静内中野式期）に

9



美沢16遺跡

l 遺跡の位置

1地形図「千歳」 「ウトナイ湖」を利用して作成したものである

図II

この図は国土地理院発行の2万5千分の

〃）



11 遺跡の位置と環境
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図II-2 遺跡周辺の地形図

相当し、ほぼ同時期にこれらの遺跡が営まれていたと考えられる。特に美沢4遺跡においては当該期

の貝塚が調査されており、縄文海進、海退との関連とともに周辺の古環境の理解において重要である

（註)。また、美沢4遺跡について、住居跡などの定住生活を示す遺構を伴わないことからキャンプサ

イト的な様相が考えられるという指摘は、やはり明確な遺構に乏しい美沢16遺跡の性格を考える上で

も示唆深い（宇田川 1980)｡ (藤井浩）

註

現海岸線から最奥（約17km)の「美々貝塚」同様のヤマトシジミを主体とする主淡貝塚で、海水が多少流入する砂

泥底の河口域のような場所が貝塚の周辺に広がっていたことが考えられている(小野田 1994)。 また、花粉分析から

は遺物包含層の第1I黒色土居の花粉組成より、 ミズナラ、カシワ、ハルニレ、ヤチハンノキ、ヤマハンノキを主とす

るRII期の花粉帯に相当することが明らかになっており、現在よりも湿潤で温暖な気候であったと考えられている。

（山田1980)。
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1I1 第1黒色土層の遺構と遺物

Ⅲ第1黒色土層の遺構と遺物

1 概 要（図111 1 ･ 21

第1黒色土層は層厚約15cm、上面には有珠b火山灰が部分的に確認された。包含層の残存状況も良

好ではあったが、確認された遺構は調査区中央部の土曠1基のみで、伴う遺物も少なく、時期は不明

である。 また遺物は全く見られなかった。

2遣 構

（1） 土 曠

IP-1 (図III-3)

位置 f-96-47

平面形東西を長軸とする長円形

規模1.65×1.18m/1.21×0.86m/0.27m/1.50m2/0.87m2

確認･調査･土居Ta-c火山灰を除去する段階で、Ta c2層の上面にI黒層の落ち込みを確認し

た。 トレンチにより土居断面を確認しながら掘り下げたところ、 II黒層上面に至る掘り込みを検出し

た。土層は樽前c火山灰を含むI黒層からなり、底面近くからは焼土の堆積も見られた。

底面 II黒層中につくられている。かなりの起伏が見られる。

壁 立ち上がりは緩やかである。

遺物の出土状態覆土下層より、石器の出土が見られた。

遺物覆土中から6点出土した。全て石器類であり、その構成はスクレイパー1点、模形石器1

点、フレイク・チップ4点である。 1は模形石器である。両端が著しく潰れ、裏面に原石面を残して

いる。 2はスクレイパー片である。上端が欠損している。刃部は右側縁に調整剥離を加えて作出して

いるが、潰れが認められる。上端の割れ面と左側縁に断続的な剥離痕が認められるが、使用痕の可能

性も想定される。石質はすべて黒曜石である。

時期不明である。

96

｜

『－～~に蝋

l

－f

：識識

漣鐵雛
－
－

”
｜
”
｜
師
一

97

149 1 I"| | { ' 46 1

｡'’ 圏
－＜千一－－ 重機による遺構確認調査範囲

9 '0 一割、

図III-1 第1黒色土層調査グリッド
13



美沢16遺跡

’
97

=$‐

I
／I

〆

一一

~~~~~~~~~
~
~
~
~五J
9

ご言ミ宝冠《、》、》

卜卜

１
１
／

1

I

／一

一

／／

／／

f二F目丘些哩望pmO 10

一＝／/〆

図Ⅱ1－2 第1黒色土居遺構位置図

P－1 一
脈

雲二忠一

ロ21,弱

21.⑯

ba 21．60

21,㈹21.N

d~C 21 ．60
21,閲 21.釦 '

d
21.弱

註： IP－1

1 黒褐色土( lB>Ta-cやわら机I）

2 暗茶褐色土(Ta-c＞IB唖に鮭姶な)

Ｃ
雨 21.蝿

21.N 21.印

21.鮒

21 訂21,閃

O 1
im

0 5
， , , , , 1cm

－ユ

図III-3 1P-1
Z4



Ⅳ第1I黒色土層の遺構と遺物

Ⅳ第1I黒角土層の遺構と遺物
1 概 要（図Ⅳ－1）

第1I黒色土層は層厚約20cm、確認された遺構は竪穴住居跡1軒、土塘7基で、大半は調査区南側の

平坦面に集中していた。竪穴住居跡は長軸約4mの長円形で、 II黒層上面では落ち込みとして確認さ

れた。伴出遺物はわずかであり、時期は不明である。また、土曠は直径約1m弱の円形のものが多く、

内3基はII黒層上面の落ち込みで確認されたが、時期については不明である。出土土器は縄文時代前

期の静内中野式土器が主体で、石器もこの時期のものと考えられ、なかでも石錘や三角形石鐡などが

目立つ。

2 遣 構

（1） 住居跡

IIH-1 (図Ⅳ－2)

位置 f-96 37．47

平面形南北を長軸とする長円形

規模4.12×2.89m/3.92×2.63m/0.22m/9.64m2/8.56m2

確認･調査･土居 II黒層上面に落ち込みは見られず、Ta-d｣層近くまで掘り下げたところで土色

の違いにより確認した。 トレンチに沿って掘り下げたところ、Ta-d2層下5cm程の掘り込みを検出

した。掘り込みが浅かったため確認は困難であったがほぼ平坦な床面と緩やかな立ち上がりの壁を検
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美沢16遺跡

出することができた｡土層の堆積は単純でTa-d‘のパミスを多く含む2枚の覆土の堆積がみられた。

掘り込み面は明らかではない。

付属ピット柱穴状の小ピットが18基、壁際付近を巡るような形で検出された。断面形は全て垂直

で、深さは全て10～20cm程のものである。

床面Ta-d2層中につくられている。ほぼ平坦である。

壁 立ち上がりは緩やかで、床の境ははっきりしない。

炉跡検出されていないが､中央北寄りの直径30cm程のピットにわずかな焼土が見られたのでそ

の可能性が考えられる。

遺物出土していない。

時期遺物の出土がなかったため、明らかではない。
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W第1I黒色土層の遺構と遺物

（2） 土 塘

IIP-1 (図Ⅳ 3)

位置 f-97-45

平面形ほぼ円形である。

模1.04×0.82m/0.71×0.62m/0.42m/0.69m2/0.38m2

確認・調査・土層Ta-c火山灰を除去した後、 II黒層の上面に明瞭な円形のくぼみを確認した土

層断面を確認しながら掘り下げたところ、Ta-d2火山灰層下約20cm程のしっかりした掘り込みを検

出した。土層はTa-d]粒子を多く含むII黒層から成り、 3層の覆土を確認した。掘り込み面はII黒層

上層と思われる。

底面Ta-d2層中につくられており曠底に径20cm、深さ1Ocm程のピット状の落ち込みが見れ

た。

壁 壁の立ち上がりは急である。

時期遺物が出土していないので不明である。

遺物出土していない。

IIP 2 (図Ⅳ－3)

位置 f-97-44

平面形ほぼ円形である。

規模1.20×1.00m/0.78×0.65m/0.38m/0.94m2/0.42m2

確認・調査・土居Ta-c火山灰を除去した後、 II黒層の上面に明瞭な円形のくぼみを確認した。

土層断面を確認してこれを掘り下げたところ、Ta-d2層下約10cm程の掘り込みを検出した。

土層はTa-d2粒子を多く含むII黒層から成り、3層の覆土を確認した｡掘り込み面はII黒層中層と思

われる。

底面Ta-d2層中につくられておりほぼ平坦になっている。

壁 壁の立ち上がりは緩やかで、底面との境は明瞭ではない。

遺物出土していない。

時期不明である。

IIP-3 (図Ⅳ－3)

位置 f-97-41

平面形ほぼ円形である

規模 （1.26)×(0,86)m/(0.80)×(0.74)m/0.36m/(0.91)m2/(0.55)mz

確認・調査・土層Ta-c火山灰を除去した後、調査区壁際のII黒層上面に、わずかな円形のくぼ

みを確認した。土層断面を確認しながらこれを掘り下げたところ、Ta-d2層下約10cm程の掘り込み

を確認した。一部は調査区外に及んでいる。土層はTa-d｣粒子を少量含むII黒層から成り、 2層の覆

土が認められた。掘り込み面はII黒層下層と思われる。

底面Ta-d2層中につくられており断面形が皿状を呈するもので、壁との境は明瞭ではない。

壁 緩やかな立ち上がりである。

遺物出土していない。

時期不明である。
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Ⅳ第1I黒色土層の遺構と遺物

IIP 4 (図Ⅳ－3)

位置 f-96 47

平面形東西を長軸とする長円形

規模l.05×0.64m/0.71×0.43m/0.14m/0.58m2/0.26m2

確認.調査.土層Ⅱ黒層上面に落ち込みは見られず、Ta-d｣層を掘り下げた段階で、土色の違い

により確認された。土層断面を確認しながら掘り下げたところTa-d2層下10cm程の掘り込みを検出

した｡土層の堆積は単純でTa-d2パミスを含むII黒層から成り覆土は1層確認された｡掘り込み面は

不明である。

底面Ta-d2層中につくられておりほぼ平坦である。

壁 立ち上がりは緩やかで、底面との境は明瞭ではない。

時期不明である。

遺物出土していない。

IIP-5 (図Ⅳ－4)

位置 f-96-37

平面形不整円形

規模0.88×0.74m/0.66×0.26m/0.30m/0.54m2/0.11m2

確認.調査.土層 II黒層上面に落ち込みは見られず、 これを掘り下げた段階でTa-d1火山灰層上

面にて土色の違いにより確認された。土層断面を確認しながら掘り下げたところ、Ta-d2層下20cm

程の掘り込みを検出した。土居の堆積は単純でTa-d2パミスを多く含むII黒層から成り3層の覆土

が認められた。掘り込み面は不明である。

底面Ta-d2層中につくられており尖底であり、平坦面はわずかである。

壁 立ち上がりは急である。

遺物出土していない。

時期不明である。

IIP-6 (図Ⅳ－4)

位置 f-95-09

平面形不整形

規模 （1.77)×(0.82)m/(0.88)×(0.55)m/0.57m/(1.03)m2/(0.40)m2

確認･調査･土居 II黒層上面に落ち込みは見られず、 これを掘り下げた段階でTa-d｣層の上面に

て土色の違いにより確認された。土層断面を確認しながら掘り下げたところ、Ta-d2下層約10cm程

の掘り込みを検出した。土層の堆積は複雑で炭化物なども含まれていた。掘り込み面は不明である。

一部は調査区外に及んでいる。

底面Ta-d2層中につくられており緩やかな起伏は見られるが、概して平坦である。

壁 立ち上がりは緩やかである。

遺物出土していない。

時期不明である。
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美沢16遺跡

IIP-7 (図Ⅳ－4)

位置 f-96-37

平面形ほぼ円形と思われる。

規模1.66×0.98m/1.47×0.72m/0.28m/1.35m2/0.80m2

確認・調査・土層Ta-c火山灰を除去した後、調査区壁際のII黒層上面に明瞭な円形のくぼみを

確認することができた。土層断面を確認しながら掘り下げたところ、Ta-d2火山灰層下約20cm程の

しっかりした掘り込みを検出した。半分以上は調査区以外に及んでいる。

土層はTa-d2粒子を多く含むII黒層から成り、4層の覆土が認められた｡掘り込み面はII黒層上層

と思われる。
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Ⅳ第1I黒色土層の遺構と遺物

底面Ta-d2層中につくられており円底で、平坦面はわずかである。

壁 緩やかで底面との境が明瞭でない。

遺物出土していない。

時期不明である。

3 包含層の遺物

（1） 土器（図Ⅳ－5）

II黒層からは計677点出土した。その内訳は、 II群a－2類が665点出土し、 うち静内中野式が土器

637点、春日町式が28点である。Ⅳ群c類は11点、不明1点である。 II群a－2類の静内中野式が出土

量のほとんどを占める。

出土状況はII群a－2類の静内中野式・春日町式が調査区南の調査区際から混在して出土し、Ⅳ群

c類は調査区北側の発掘区f-95-09からまとまって出土した。そして、 II群a 2類土器はIIB層

上部から、Ⅳ群c類土器はIIB層上部から出土している （図Ⅳ－6 ･ 7)。

II群a－2類土器（図Ⅳ－5－1～24)

1～17は静内中野式である。 1～2は口縁部破片である。 1の口唇部断面形は角形で、端部にはへ

う調整が加えられている。口縁部内外面に斜行縄文が施されている。 2の口唇部は外傾し、体部には

斜行縄文が施されている。 3～13は体部破片である。 3～6は斜行縄文が施されたもので、 4 ． 5は

撚糸ないし自縄自巻的な原体で施文している。 7～12は同一原体で、施文方向を変え羽状ないし菱目

状の縄文を施したものである。 13は縄端部を意識した羽状縄文が施文されたものである。 1点出土し

ている。 II群a－1類の綱文式に伴う結束のない羽状縄文、長七谷地III群土器の可能性がある。

14～17は底部破片である。いずれも不規則な縄文が施されている。

18～24は春日町式である。 18～20は同一個体と思われる。 18は口縁部破片で、緩やかな波状口縁で

ある。口唇端部は内面から外面に向かって器面調整が加えられている。器面外面には幅1.5cm程の

ループ文が施されている。器壁は薄く約7mm程である。胎土には多量の砂粒を含む。 21～24は体部

破片で、いずれも器面外面には幅1.0cm前後のループ文が施されている。器壁は薄く約7mm程であ

る。胎土には多量の砂粒を含む。

Ⅳ群c類土器（図Ⅳ－5－25．26）

25は調査区f-95-09のIIB層(1回目）から出土した破片資料が接合したものである。小型十器

で、器形は底部を欠失するが、口縁部が内湾する椀状になるものと思われる。体部には細かな斜行縄

文が施されている。胎土の粒子は細かい。 26は体部破片で、ナデ調整が加えられた器面外面に、細い

棒状工具で、曲線的な沈線文で区画したのち、文様帯内に刻目状の刺突文が加えられている。器面外

面にには少量の赤色顔料の付着が認められる。内面調整は粗雑である。胎土には多量の砂粒を含む。
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Ⅳ第1I黒色土層の遺構と遺物

11黒居遺物総点数
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美沢16遺跡

II群a－2類土器（春日町式）
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W第1I黒色土層の遺構と遺物

（2） 石器（図Ⅳ－8 ． 9 ．10)

石器類は全体で496点が出土した。 II黒層出土の総数は485点である。その構成は剥片石器63点、礫

石器85点、石核1点、フレイク・チップ162点、礫・礫片160点である。石器はII黒層上層からの出土

が多く、調査区ではf 96 17･27･37．47から多く出土した。

石鍍（図Ⅳ 8－1～12）

16点出土した。破損で形態が不明なもの4点を含むが、三角形石鍼と有茎石錬がある。

1～10は三角形石鍍である。凹基と平基に分けられる。

lは凹基三角形石鍼である。全体が摩滅している。石質は頁岩である。

2～10は平基三角形石鍍である。 2は正三角形状である。側縁がわずかに張り出し、基部の一部が

欠けている。 3～8は二等辺三角形状である。いずれも側縁は直線的であるが、 4～9の基部はわず

かに内湾している。 3は側縁の一部が欠損し、 6， 8は端部がわずかに欠損している。 4， 5， 7、

10には第一次剥離痕が認められる。 9， 10は尖端が大きく欠損したもので、周縁には部分的に微細な

欠損が認められる。石質はすべて黒曜石である。

11と12は有茎石鎌である。 11は連続的な剥離で茎部を作出している。尖端部側縁はやや内湾する。

側縁には微細な欠損が認められ、かえしの右端部は欠けている。茎部の末端には若干の潰れが認めら

れる。 12は菱形に近い形状で、尖端部側縁が直線的である。周縁には微細な欠損が認められ、かえし

や茎部の末端に潰れが認められる。石質はいずれも黒曜石である。

石錐（図Ⅳ－8 13～15）

4点出土した。 「V｣字状の機能部を作出したものと、石錐とスクレイパーの機能を併せ持つものと

がある。

13， 14は片面に周縁加工を施して、 「V｣字状の機能部を作出している。周縁は回転使用による潰れ

が著しい。 13には第一次剥離痕が認められる。石質はいずれも黒曜石である。

15は大型の横長剥片を素材として、石錐とスクレイパーの機能を併せ持つものである。表面下端部

に片面周縁加工を施して刃部を作出し、右側縁には両面加工で石錐機能部を作出している。機能部の

尖端はわずかに欠損しており、側縁には回転による潰れが認められる。石質は黒曜石である。

つまみ付きナイフ （図Ⅳ－8-16～21)

8点出土した。破損により形態が不明なものを2点含むが、縦型と横型がある。

16～19は縦型である。 16は直線的な右側縁に急角度の片刃を作出し、弧状の左側縁に両刃を作出し

ている。刃部周縁には微細な欠損や潰れが部分的に認められる。 17は片面周縁加工で刃部を作出して

いる。刃部右側縁はやや内湾し、左側縁から下部にかけての刃部は緩やかに弧を描いている。刃部周

縁には微細な欠損が顕著であり、潰れも部分的に認められる。 18は片面周縁加工によって刃部を作出

している。右側縁は直線的に、左側縁は弧を呈する形で刃部がほどこされている。全体的に摩滅が著

しい。 19は肉厚な剥片の右側縁に調整剥離を加え、弧状に刃部を作出している。全体的に粗雑な加工

である。刃部周縁には微細な欠損が顕著であり、潰れも部分的に認められる。石質は18の黒曜石を除

き、いずれも硬質頁岩である。

20， 21は横型である。 20は主剥離面に片面周縁加工で刃部を作出している。 21はつまみ部を剥片の

下端部に作出し、片面周縁加工で刃部をほどこしている。石質はいずれも黒曜石である。

スクレイパー（図Ⅳ－8－22～26）

9点出土した。片面周縁加工で刃部を作出したものと、両面加工で刃部を作出したものとがある。

22は左側縁に片面周縁加工で刃部を作出している。右側縁には原石面が認められる。 23は左側縁に
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片面周縁加工によって急角度の刃部を作出している。弧を呈する刃部周縁には部分的に潰れが認めら

れる。 24は横型剥片の主剥離面に刃部が認められる。側縁に連続的な剥離を加えて刃部を作出してい

る。 25は先行剥離面の両側縁に調整加工が施されている。剥離の技術や全体的な光沢の鈍さから、本

遺跡で出土した他の石器より年代的に測る可能性が考えられる。 26はやや肉厚な剥片の右側縁に両面

加工を施して、刃部を作出したものである。刃部周縁に潰れが認められ、上部側縁、下部側縁、左側

縁には原石面が残っている。石質はすべて黒曜石である。

Rフレイク

11点出土した。 うち3点は調査区f 96 15からの出土である。石質はすべて黒曜石である。

Uフレイク

15点出土した。 うち4点は調査区f-96-45からの出土である。石質はすべて黒曜石である。

石核（図Ⅳ－8－27）

1点出土した。剥片剥離を行った後の残核であり、原石面は残っていない。石質は黒曜石である。

石斧（図Ⅳ－9－28～34）

41点出土した。完形品が1点、破損品5点、未成品1点、破片34点である。全面を研磨して整形し

たものと、打ち欠き整形の後、研磨を加えたものがある。

28は完形品である。全面を打ち欠いて整形した後、粗い研磨を加えている。刃部は潰れが著しいが

両刃である。

29～31は刃部のみの破損品である。29は全面を研磨した両刃である。裏面には擦切痕が認められる。

30, 31は打ち欠きで整形した後、研磨を加えた両刃である。

32， 33は基部のみの破損品である。 32は研磨によって全面を整形している。左側縁にわずかな敲打

痕が認められる。 33は打ち欠きで整形した後、研磨を加えている。

34は石斧未成品の破片である。原石面にわずかな敲打痕が認められる。

石質は裏面に擦切痕が認められた29が蛇紋岩である以外、すべて緑色泥岩である。

たたき石（図Ⅳ－9－35， 36）

2点出土した。棒状の礫を素材としているものと、円礫を素材としているものとがある。

35は棒状の礫を素材としている。いわゆる「くぼみ石」である。表裏面の中位と側縁にわずかな敲

打痕が認められる破損品である。石質は片麻岩である。

36は球形礫を素材としている。周縁に著しい敲打痕が認められる。表裏面にも荒い敲打痕が認めら

れる。石質は緑色泥岩である。

すり石（図Ⅳ－10－37～41)

8点出土した。断面三角形の礫を素材としているものと、偏平礫を素材としているものとがある。

37～39は断面三角形の礫を素材としている。稜線の1つをすったものと2つをすったものとがあ

る。37はやや不整形な断面三角形を素材とした完形品である。稜線に認められるすり面は1つである。

左端部と表裏面の中位には敲打痕が認められ、右端部の周辺は剥離している。石質は砂岩である。 38

は破損品である。稜線に認められるすり面は1つである。すり面の幅は広く、端部と側縁、表面の一

部には敲打痕が認められる。表面には焼け弾きの痕がある。石質は安山岩である。39も破損品である。

稜線に認められるすり面は2つである。石質は安山岩である。

40， 41は偏平礫を素材としている。 40は完形品である。半円状の礫を素材とし、弦をすり面にして

いる。表裏面の中位と両端部、上部側縁には敲打痕が認められる。石質は砂岩である。 41も完形品で

ある。短冊状の礫を素材として下部側縁に打ち欠きを加え、幅の狭いすり面を作出している。上部側
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縁にも一部すった痕跡が認められる。石質は片麻岩である。

砥石（図Ⅳ－10-42～44)

7点出土した。四面が使用された角柱状のものと、板状のものとに分かれる。

42は四面が使用された角柱状の砥石である。使用面の内湾の程度と使用痕の方向は一様でない。

43， 44は板状の砥石である。 43は両面を使用しているが、 44は一面のみの使用である。石質はすべ

て砂岩である

石錘（図Ⅳ-10-45～48)

26点出土した。打ち欠きが4カ所のものと、 2カ所のものとがある。分布は調査区f-96-14．17･

27．48に数点まとまって出土する傾向が認められた。打ち欠きは全て両面から加えられている。

45， 46は4カ所を打ち欠いている。 45はf-96-14で出土した。打ち欠き部はすり潰され、若干の

丸みを帯びている。本調査区では他に破片4点も出土している。 4点の破片はそれぞれ接合できたが、

全体の約2分の1を復元する程度で完形には至っていない。 46はf-96-17で出土した。本調査区で

出土した破片8点のうち、 5点が接合によって復元に至ったものである。打ち欠き部はすり潰され、

若干の丸みを帯びている。石質はいずれも片麻岩である。

47， 48は2カ所を打ち欠いている。いずれもf 96-27で出土した。長軸と短軸がほぼ同じ亜円形

の偏平礫を素材としている。 47の左打ち欠き部は敲打によって潰れている。右の打ち欠き部も敲打に

よって潰れているが、その程度は左ほどではない。石質は砂岩である。 48は左打ち欠き部のみ潰れが

認められる。表面には人為的な擦痕が認められる。石錘としての使用痕か他の用途による使用痕かは

定かでない。石質は非常に珍しいトロニエム岩である。

石皿・台石類

1点出土した。表面にわずかな壊打痕が認められる礫の小片である。調査区f-97-41より出土し

た。表面付近の割れ面に被熱による変色が認められた。破損自体も被熱によるものと思われる。石質

は安山岩である。 （影浦覚）
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